
 

 

３月８日(月)に令和２年度大木中学校卒業証書授与式が

行われました。本年度も新型コロナウィルス感染症防止対策

を施す中，保護者，教職員，在校生の代表，学校運営協議会・

ＰＴＡの代表，教育委員会教育総務課長が参列し，卒業生の

門出を祝福しました。卒業生は，担任からの呼名に対して，

それぞれの３年間の思いと感謝の気持ちを込めた力強い返

事で応えました。 

学校長からは式辞として、「夢や希望をもち，挑戦を続けること」「出会いを大切にする

こと」「どんな世界でも挨拶を続けてほしい」という３つの贈る言葉があり，卒業生を代表

して神田のぞみさんから「コロナウイルスによる全国一斉休校のつらさ」「仲間の大切さ」

「前を向き，頑張ることができたこと」「家族，先生，地域の方への感謝の気持ち」「自分

の道を信じて胸を張って歩いていくこと」等が答辞として伝えられました。 

卒業生の皆さん，大木中学校の３年間で培った力を高校生活や新しい世界で思う存分

発揮し，将来の自分の夢に向かって羽ばたいていってください。自分を信じて行動すれば，

必ず夢は実現し，自分の人生を切り開いていくことができます。 

 

 

 ３月１０日（水）に，１年生が３年生を各教室に２名ずつ

迎えて，「ようこそ先輩」を行いました。この取組は，１年

生が３年生から進路決定までの過程や話を聴くことで，自

らの進路について考え，これからの中学生活につなげてい

くことを目的としています。卒業した３年生からは，進学する高校を選択した理由，受験

勉強のやり方などを，これまでの経験から語ってもらいました。１年生は，熱心に話を聴

くとともに「将来の夢」や「今やるべきこと」など積極的に質問をする姿が見られました。 

 

 

来年度生徒会役員立会演説会＆投票が３月１７日に行われました。 

役員の皆さん，公約にも掲げた「生徒と教職員の笑顔が通う学校」

を目指して，みんなで協力して頑張っていきましょう。 
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 ６日(火)  着任式・始業式 

 ７日(水) 入学式（13:30～） 

PTA 役員会(19:00～) 

 ８日(木) 対面式・部活紹介 

      給食開始 

１２日(月) あいさつ運動(CTL）・身体測定 

１３日(火) クラス写真 

１５日(木) 生徒会委員会 

１６日(金) 尿検査 

１７日(土) 土曜授業 

3 年生：進路・修学旅行説明会（2 限目） 

PTA 総会 11:00～ 

１９日(月) あいさつ運動 

２１日(水) 心電図(1 年生) 

２３日(金) 眼科健診(全学年) 

２６日(月) あいさつ運動・部活入部届〆 

２７日(火) みえｽﾀﾃﾞｨﾁｪｯｸ(1・2 年生) 

      部活動ミーティング 

 

 ～ 保護者・地域の皆さまへ ～ 

令和２年度も本日の修了式をもって終了となりました。この１年間，本校の教育活動に

ご理解・ご協力ありがとうございました。来年度に向けて，今年度を振り返り，よりよい

学校づくりを目指していきますので，引き続きご支援のほどよろしくお願いします。 

まだまだ新型コロナウイルスの感染が予断を許さない状況ではありますが，できる限り

の感染症対策を行い，授業や学校行事など公開をしていきたいと計画していますので，ぜ

ひ，学校まで足をお運びください。 

172

163

207

135

192

98

121

5

0 100 200 300

家庭での会話が増えた

早寝早起きができた

楽しく食事ができた

読書ができた

勉強ができた

お手伝いができた

使用について考えた

その他

メディアコントロールに取り組んだ成果

1620

371

362

108

0 500 1000 1500 2000

食事中はノーメディア

使用は1日1時間まで

9:00以降はノーメディア

１日中ノーメディア

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾄﾛｰﾙに取り組んだコース

４月のおもな行事予定  

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾄﾛｰﾙ週間  ～家庭での取り組み～ 

第 2 回のメディアコント

ロールを 2 月 8 日～14 日ま

での 1 週間で行いました。 

前回に比べ，「食事中はノ

ーメディア」に取り組むコー

スが圧倒的に増え，その結果

として，「家族での会話が増

えた」「楽しく食事ができた」

という回答が多くなりまし

た。課題としては，設定した

コースに「できなかった」と

回答した割合が１０％から

２４％まで増えました。 

メディアを有効なものに

するためにもコントロール

は必要です。今後も家族でル

ールを決めて取り組んでい

ってください。 
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